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2018-2-22（木）神保町街すがた 
2のゾロ目でつづく 2月 22日、朝から

“しぐれ”降る寒い日だった。神保町へ
来て見てどうも“しぐれ”の晴れる様子は
ない。こんな時の逃げ場所として考えて
いたのは裏町にある古めかしい茶房で 
 

スケッチ会の実施報告   事業部 一柳 幸 

 

2018-1-28（日）神田明神 
 当然のことながら冬のスケッチは寒い、
冷えた身体を暖め英気を養う逃げ場所
を考えておく必要もあろう。神田明神の
休憩所、門前の蕎麦屋、甘酒屋などい
い逃げ場所である。神田明神スケッチの
ポイントは正門、本殿等々色々あり赤い
袴姿の巫女さんなどいい添景人物であ
る。寒さ厳しき折、健康を憂慮して自由
解散を提案、恒例の合評と絵画談義は
期待できなかった。 

 

 

  

3月度スケッチ会は一柳委員が体調
不良のため、中止しました。 
  

 

        平成 30年度支部展情報 

●さきたま支部展 3/12（月）～3/15（木）氷川の杜文化館 

●京都支部 3/21（水）～3/25（日）京都文化博物館 

●東京東支部展 4/1（日）～4/7（土）かつしかシンフォニーヒルズ 

●埼玉東支部展 4/24（火）～4/28（土）春日部市中央公民館 

●神奈川支部展 4/24（火）～4/29（日）アートガーデンかわさき 

●栃木支部展 4/24（火）～4/29（日）栃木県総合文化センター 

●多摩支部展 4/24（火）～4/29（日）立川市女性総合センター 

●埼玉西支部展 5/15（火）～5/20（日）川越市中央図書館 

●東京支部展 6/4（月）～6/9（土）文京区シビックセンター 

●広島支部展 6/26（火）～7/1（日）府中市備後芸術の館 

●千葉支部展 7/27（金）～7/31（土）あびこ市民プラザギャラリー 

 

 

 

 
 

 

支
部
展
を
終
え
て 

東
京
東
支
部 

支
部
長 

張
京
浩 

  
第
二
十
回
新
日
美
東
京
東
支
部
展
は
、
去
る
四

月
一
日
～
七
日
、
東
京
か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル

ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
の
大
変
な

協
力
を
得
て
無
事
に
終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
支
部
展
は
出
品
者
２
２
名
、
出
品
数
は
、

油
彩
３
１
点
、
水
彩
９
点
、
ア
ク
リ
ル
３
点
、
パ
ス
テ

ル
３
点
、
コ
ン
テ
２
点
、
総
計
４
７
点
の
作
品
を
展
示

し
ま
し
た
。
会
場
は
様
々
な
描
法
で
作
ら
れ
た
作

品
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
、
私
は
今
回
の
作
品
の
表
現
形
式
と
風
格

に
つ
い
て
少
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
会
員
の

絵
に
は
自
分
の
主
観
的
な
感
性
を
顕
示
，
強
調
し

広
い
幅
の
色
と
粗
く
て
粗
野
な
線
を
合
わ
せ
て
、
大

げ
さ
で
単
純
、
装
飾
的
な
趣
味
で
自
分
の
内
的
な

感
受
性
と
形
式
美
を
顕
示
し
た
作
品
が
あ
り
ま
し

た
。 一

点
の
絵
の
深
さ
を
理
解
し
て
鑑
賞
す
れ
ば
、

絵
の
風
格
を
深
く
分
析
で
き
ま
す
。
人
間
の
本
性

に
芸
術
が
あ
り
、
芸
術
の
中
に
人
間
の
本
性
が
あ
っ

て
、
芸
術
は
人
間
に
属
す
る
も
の
で
す
。
風
格
と
い

う
の
は
画
家
自
身
で
創
作
個
性
の
具
体
的
な
表
現

で
す
。
芸
術
家
の
才
質
、
気
質
、
修
養
、
習
慣
こ
の

四
つ
の
要
素
は
風
格
形
式
の
主
観
的
な
要
素
と
し

て
、
創
作
実
践
過
程
中
互
い
に
交
差
し
な
が
ら
役

割
を
発
揮
し
ま
す
。 

あ
る
作
品
は
創
作
手
法
が
古
い
枠
に
束
縛
さ

れ
、
創
作
風
格
と
表
現
形
式
が
類
似
し
て
い
て
、
公

式
化
、
概
念
化
、
単
一
化
の
中
か
ら
抜
け
切
れ
な
い 

も
の
が
あ
り
ま
す
。 

ある。小生を入れて同行者僅か 3 人で

ある。神保町の街姿を狙うとき、裏町の

風情も魅力の一つであろう。ラプタ川沿

いの古いバーの姿を思わせて懐かし

い。ちょっとエキゾチックな感じの一角が

あれば描いてみたくなる。 

 三省堂の裏の茶房「ミロング」のドアを

開けたらホセ・バッソの古いレコードが

鳴っていた。ベノスアイレスを思いなが

ら 3人の画談尽きることなし、といった次

第でした。 

  
支
部
だ
よ
り 

 

 
 

今
年
度
も
３
月
１
２
日
か
ら
１
５
日
、
氷
川

の
杜
文
化
館
で
開
催
し
た
。
い
つ
も
の
様
に
各

支
部
の
中
で
一
番
早
い
開
催
で
し
た
。
会
場
の

氷
川
文
化
会
館
は
昨
年
４
月
よ
り
改
修
工
事

が
行
わ
れ
て
い
て
１
月
中
ま
で
使
用
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
為
半
年
前
に
申
し
込
み
を
し
た
が
２

回
抽
選
に
外
れ
、
や
っ
と
３
月
中
の
４
日
間
だ
っ

た
が
と
れ
た
。 

 

当
初
１
４
名
の
参
加
を
予
定
し
て
い
た
が
直

前
に
な
っ
て
病
人
や
ら
故
障
者
が
３
名
も
出
て

開
催
が
で
き
る
か
と
不
安
に
な
っ
た
が
と
に
か

く
や
ら
な
け
れ
ば
と
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
日
持

ち
込
み
で
毎
回
や
っ
て
き
て
今
年
も
心
配
し
な

が
ら
だ
っ
た
が
、
う
ま
く
展
示
出
来
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
。
ア
ー
ト
の
神
は
い
る
と
思
っ
た
。 

 

さ
き
た
ま
は
特
に
勉
強
会
を
や
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
各
々
ベ
テ
ラ
ン
な
の
で
自
分
で
研
究
を

重
ね
て
き
て
み
ん
な
個
性
的
で
多
種
類
の
作
品

を
展
示
出
来
楽
し
い
会
に
な
っ
た
。
油
彩
、
水

彩
、
墨
彩
画
、
押
し
花
で
作
っ
た
作
品
等
、
き

れ
い
に
な
っ
た
会
場
で
と
て
も
良
い
展
示
に
な
っ

た
。 

 

鈴
木
健
夫
さ
ん
は
松
本
か
ら
油
彩
２
点
を
送

っ
て
く
れ
た
。
九
十
歳
に
な
る
本
田
さ
ん
は
墨

彩
の
作
品
を
掛
軸
に
、
自
分
で
表
装
し
た
作
品

を
出
品
し
て
く
れ
た
。
押
花
で
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品

を
出
品
し
た
松
本
さ
ん
等
、
来
訪
者
を
驚
か
せ

た
り
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
森
屋
代
表
も
駆
け

つ
け
て
下
さ
り
出
品
者
と
談
笑
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。 

 

地
元
に
も
固
定
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
こ
と
が
で
き 

             

 

も
の
が
あ
り
ま
す
。
芸
術
創
作
は
個
性
色
を

強
く
発
揮
す
る
精
神
労
働
だ
か
ら
、
画
家
は
必

ず
自
分
の
感
受
性
を
直
接
に
表
現
す
る
よ
う
力

を
入
れ
る
べ
き
で
す
。
画
家
は
作
品
を
通
し
て
自

分
の
世
界
を
創
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、

付
け 

 

 鈴木健夫さん作 常念岳二月 

さ
き
た
ま
支
部
展 

「
今
年
は
い
つ
や
る
の
」
と
ず
い
ぶ
ん
と
問
わ
れ

る
嬉
し
い
反
応
だ
っ
た
。
相
変
わ
ら
ず
カ
フ
ェ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
状
態
の
楽
し
い
展
示
会
だ
っ
た
が
、

ち
ょ
っ
と
残
念
だ
っ
た
の
は
支
部
間
の
交
流
が

少
な
か
っ
た
こ
と
、
各
支
部
の
方
々
、
支
部
長

さ
ん
も
来
訪
者
は
少
な
か
っ
た
。
支
部
展
は
地

元
に
根
付
か
な
い
と
盛
会
に
は
な
ら
な
い
と
思

っ
た
。
小
さ
く
と
も
一
つ
の
展
示
会
を
や
る
と

な
る
と
苦
労
が
多
い
。
支
部
と
支
部
展
の
存
在

や
立
場
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（支
部
長 

住
佐
美
紗
子
） 

新日美選抜小品展のご案内 
事業部委員 倉田遼一 

 
東京・有楽町の東京交通会館で開催す

る恒例の「新日美選抜小品展」のご案内を
致します。 
 この展覧会の出品者は前年の新日美展
の受賞者、委員・支部長及び委員・支部長
の推薦者で構成されています。 
例年、４号以下の絵画、工芸作品４０～４５
点の力作が展示されます。 

 
 

会期 平成 30年 5月 27日(日) 
～6月 2日(土) 

時間 11時～18時（初日 12時～ 
最終日 ～16時） 

会場 東京交通会館（有楽町） 
地下一階画廊 シルバーサロンＡ 

 
 

 

そ
の
世
界
で
観
衆

を
引
き
付
け
る
べ
き

で
す
。 

 

会
期
中
に
は
森

屋
代
表
は
じ
め
事

務
局
長
、
委
員
の

方
々
が
足
を
運
ん
で

下
さ
り
講
評
も
頂

き
ま
し
た
。
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

今
後
、
東
京
東
支

部
展
が
更
な
る
発

展
と
魅
力
あ
る
展

覧
会
に
な
る
様
努

力
し
て
い
き
ま
す
。 

 


